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• 2019/3 期 2Q（7-9 月）は、売上高が前年同期比 0.2％増の

42.70 億 SGD、EBITDA が同 9.6％減の 11.29 億 SGD、純利益が同

76.6％減の 6.67 億 SGD である。 

• 2019/3 通期会社計画は、コアビジネス（グループコンシュー

マー事業・グループエンタープライズ事業）の売上高が 1 桁台

前半の伸び率、EBITDA が同横ばいである。 

• 1/17 にエリクソン、シンガポール・ポリテクニックと共同で

シンガポール初の 5G の産学協同開発拠点を開設した。 
What is the news? 

11/8 発表の 2019/3 期 2Q（7-9 月）は、売上高が前年同期比

0.2％増の 42.70 億 SGD、EBITDA が同 9.6％減の 11.29 億 SGD、純利

益が同 76.6％減の 6.67 億 SGD。為替変動が重荷となった。オース

トラリアの NBN（全国ブロードバンド網計画）で HFC ネットワー

クへの移行が遅れた影響により固定ブロードバンド収益が減少し

たほか音声通信事業が不振だった。競争激化により持分法適用会

社の Airtel や Telkomsel なども業績を落とした。為替変動を除くベ

ースでは、売上収益は同 3.9％増、EBITDA は同 5.8％減であった。 

セグメント別の業績は以下の通り。グループコンシューマー事

業は、売上高が同 1.5％増の 23.85 億 SGD、EBITDA が同 8.7％減の

7.45 億 SGD。グループエンタープライズ事業は、売上高が同 4.1％

減の 15.73 億 SGD、EBITDA が同 4.8％減の 4.40 億 SGD。グループデ

ジタルライフ事業は、売上高は同 12.8％増の 3.13 億 SGD、EBITDA

は▲3,400 万 SGD と前年同期の▲1,400 万 SGD から赤字幅が拡大。 
How do we view this?  

2019/3通期会社計画は、コアビジネス（グループコンシューマ

ー事業・グループエンタープライズ事業）の売上高が1桁台前半の

伸び率、EBITDAが同横ばい。2019/3通期の市場予想は売上高が前

期比1.2％減の173.21億SGD、当期利益が同42.6％減の31.30億SGD。

同社は1/17、スウェーデンのエリクソン、シンガポール・ポリテ

クニック（国立技術高等専門学校）と共同でシンガポール初の5G

の産学協同開発拠点「5G Garage」を開設したと発表。エリクソン

とは11月には同国初の5Gパイロットネットワークを設立してお

り、5G分野では協業による先行者利益が期待される。2/8に2019/3

期3Q（10-12月）の決算発表を予定。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=80.96円

事業年度 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3F 2020/3F

売上高(百万USD) 16,961 16,711 17,531 17,321 17,595

当期利益（百万SGD） 3,870 3,852 5,451 3,130 3,342

EPS（SGD） 0.24 0.24 0.33 0.20 0.21

PER（倍） 12.54 12.54 9.12 15.05 14.33

BPS（SGD） 1.57 1.73 1.82 1.82 1.86

PBR（倍） 1.92 1.74 1.65 1.65 1.62

配当（SGD） 0.18 0.18 0.18 0.18 0.18

配当利回り（%） 5.98 5.98 5.98 5.98 5.98

　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.18 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 3.01

会社概要

企業データ（2019/1/30)

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2019/1）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 52.35

2.フランクリン・リソーシズ 2.11

3.Vanguard Group Inc 1.50
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アナリスト

49,151

59,098

2019/1/30

シンガポール最大、アジアトップクラスの通信会社で創

業から約140年の歴史を有する。固定電話、携帯、デー
タ通信、インターネット、テレビ、インフォコム・テクノロ

ジー（通信関連技術）やデジタル・ソリューションなどの
サービスを提供。主力の事業エリアはシンガポールと
オーストラリアで、利益の約70％を海外で稼ぐ。

オーストラリアでは子会社Optus（現地市場シェア2位）
を通じて事業を展開し、同国トップクラスの通信事業者と

なっている。また、関連会社にはインド・南アジア・アフリ
カで展開するBharti Airtel （インドで同1位）、インドネシア

最大手テレコム・二カシ（TLKM）の携帯子会社Telkomsel
（現地で同1位）、タイのアドバンスト・インフォ・サービス

（ADVANC 現地で同1位）、フィリピンのGlobe Telecom
（現地で同2位）などがあり、アジア・アフリカエリアで現地

トップクラスの通信事業に戦略的な投資を行っている。グ
ループ全体では世界25ヵ国および地域で展開し、携帯通

信の契約者数は6.55億人を超える。

0.69

54.6

                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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